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障害者群は44人 (男性 17人,女性 27人)で平均年齢は34.4±8･2歳 (男性 33･4歳,女性
35.1±8.9歳)であった.健常者群は26人 (男性8人,女性 18人)で,平均年齢は33･6±9･3


































と (オッズ比 1.73)と低骨量 (オッズ比51.4)の影響が強かった.
まとめ
研究Ⅰ,皿およびmで明らかになったのは,①障害者群は健常者群よりも骨量が低い,②女
性の障害者における低骨丑群は正常骨量群よりも歯周病で歯を喪失する割合が高い,③歯周病
での歯の喪失には,欠損歯数とともに骨量が大きく影響している,の3点であった.また,本
研究結果から歯の喪失に全身の骨量が強く影響していることが示されたことから,障害者歯科
受診患者の初診時のスクリー ニングとして骨量の測定は有用ではないかと示唆された.
学位論文審査結果の要旨
障害者の QOLを推持するためには,歯の喪失を防止することが重要である.本論文
は,歯の喪失の身体的要因の一つとして,全身の骨量に着目し,障害者歯科受診患者
における骨量の実態および骨量と歯の喪失原因との関連について検討したものであ
る.研究は3つ分けて行われており,それらの要旨は以下のとおりである.
研究 Ⅰでは,障害者と健常者の骨量を比較し,骨量と関連する生活背景要因を検討
した.研究Ⅱでは,障害者における骨量と口腔をはじめとする身体の状況および生活
背景との関連について調べた.研究Ⅲでは,歯周病を原因とする歯の喪失に対する骨
量の関与について多変量解析により検討した.
研究 Ⅰでは,骨量は男女および総合のいずれにおいても,障害者群が健常者群より
低い値を示した.生活習慣の比較では運動状態の項目において,女性の障害者で ｢動
きが少ない｣傾向がみられた.
研究Ⅱでは,対象者の女性の障害者を骨量によって正常骨量群と低骨量群の2群に分
けた.2群間で,全身状態,生活習慣,口腔衛生 ･口腔内状態,歯の喪失について比較
した結果,低骨量群において歯周病が原因で歯を喪失する割合が健常者群よりも有意に
高かった.しかし,その他の項目では両群間で有意な差はみられなかった.
研究Ⅲでは,女性の障害者において,歯周病が原因で喪失した歯について,影響した
と考えられる要因について解析した.その結果,女性の障害者において歯周病が原因で
歯が喪失するのは,初診時の喪失歯数と骨量の低下が影響していたことが明らかになっ
た.よって,全身の骨量の低下が歯周病の進行に影響しているのではないかと示唆され
た.
本論文は,障害者の歯の喪失に全身の骨量が影響していることを示し,障害者歯科
受診患者の初診時のスクリー ニングとして,骨量の測定が有用であることを示唆して
おり,障害者の健康保持に寄与する意義あるものと評価できる.
よって,審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める.
